
 
 
 
報道関係者各位 

2007 年 3 月 29 日 
森ビル株式会社 

 
「安全・安心」の都市づくりのさらなる推進に向けて 

「危険学プロジェクト」を支援 
 
森ビル株式会社（東京都港区 代表取締役社長 森 稔）は、このたび、危険に関する知

見を社会的に共有する仕組みの構築を目標とした「危険学プロジェクト（※）」（代表：畑

村洋太郎氏）の発足にあたり、プロジェクトに参画することにいたしました。 
 
森ビルでは、平成１６年３月２６日に六本木ヒルズ森タワーの回転扉で起きた事故以降こ

れまで、当社が管理・運営する施設全般の安全強化を全社一丸となり推進してまいりまし

た。より安全性を高めるための改善工事や社内体制の整備のほか、「失敗学」「創造学」で

著名な畑村洋太郎氏らが中心となってドアに関する危険性を検証するために立ち上げた

「ドアプロジェクト」への参画など、安全性の確保を不断の目標として様々な取り組みを

してまいりました。 
 
このたび、畑村洋太郎氏が代表を務める「危険学プロジェクト」の発足にあたり、森ビル

は「安全・安心」の都市づくりをさらに推進するため、協賛企業としてプロジェクトをサ

ポートすると同時に、実証実験のための施設提供や、調査・研究へのプロジェクトメンバ

ーとしての参加など、全面的に協力いたします。 
 
※「危険学プロジェクト」 →詳細は別紙 
事故の防止を最終目標として、社会・組織・人間の考え方や行動様式の解明にまで踏み込

んで調査研究を実施。さらに、これらの研究によって得られた結果や知識、および過去の

様々な研究の成果をもとに、想定される危険を回避する具体的方法も試みるプロジェクト 
 

 
 

 

 

【本件に関してのお問合せ先】 

森ビル株式会社 広報室 野村・深野  

住所： 東京都港区六本木 6 丁目 10 番 1 号 六本木ヒルズ森タワー 私書箱 1 号 
TEL : 03-6406-6606   FAX： 03-6406-9306 
E-mail：koho@mori.co.jp 

  



報道関係者各位


2007年3月29日


森ビル株式会社


「安全・安心」の都市づくりのさらなる推進に向けて


「危険学プロジェクト」を支援

森ビル株式会社（東京都港区　代表取締役社長　森　稔）は、このたび、危険に関する知見を社会的に共有する仕組みの構築を目標とした「危険学プロジェクト（※）」（代表：畑村洋太郎氏）の発足にあたり、プロジェクトに参画することにいたしました。


森ビルでは、平成１６年３月２６日に六本木ヒルズ森タワーの回転扉で起きた事故以降これまで、当社が管理・運営する施設全般の安全強化を全社一丸となり推進してまいりました。より安全性を高めるための改善工事や社内体制の整備のほか、「失敗学」「創造学」で著名な畑村洋太郎氏らが中心となってドアに関する危険性を検証するために立ち上げた「ドアプロジェクト」への参画など、安全性の確保を不断の目標として様々な取り組みをしてまいりました。


このたび、畑村洋太郎氏が代表を務める「危険学プロジェクト」の発足にあたり、森ビルは「安全・安心」の都市づくりをさらに推進するため、協賛企業としてプロジェクトをサポートすると同時に、実証実験のための施設提供や、調査・研究へのプロジェクトメンバーとしての参加など、全面的に協力いたします。


※「危険学プロジェクト」　→詳細は別紙

事故の防止を最終目標として、社会・組織・人間の考え方や行動様式の解明にまで踏み込んで調査研究を実施。さらに、これらの研究によって得られた結果や知識、および過去の様々な研究の成果をもとに、想定される危険を回避する具体的方法も試みるプロジェクト















































【本件に関してのお問合せ先】



森ビル株式会社　広報室　野村・深野　



住所：	東京都港区六本木6丁目10番1号　六本木ヒルズ森タワー　私書箱1号



TEL :	03-6406-6606　 	FAX： 03-6406-9306



E-mail：koho@mori.co.jp
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